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一般社団法人日本 FID バスケットボール連盟 



 

２０２３年度 事業報告 

 

１. 総括 

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行し、社会生活上の様々な制限が緩和され、スポーツ

界も対策を講じながら大会やイベントを実施するなど、ようやく明るい兆しが見え始めてきた。我々の活動

も国内大会や代表チームの強化・育成、国際大会派遣、競技普及などに際し、油断せず万全なる対

策を取りながら今年度の事業を全て実施することが出来た。 

国内大会事業は８月に福島県福島市にて２６回を迎えるジャパン・チャンピオンシップバスケットボー

ル大会を開催し、全国から男女併せ３２チームが出場した。館内での声出しも可能になり、観客席から

の熱い声援に選手たちがコートの中から満面な笑みで応えている姿を何度も拝見し、コロナ禍以前の状

態に戻りつつあると実感すると共に、選手たちが公に活動する場を決して絶やしてはならないと改めて認

識した。福島県内での開催は３回目となるが、県協会、県連盟、行政、関係団体など多くの方々のご

尽力を賜り、盛況に開催出来たことは大変喜ばしく、また、福島県内での ID バスケットボールの活動も

関係者の方々のご尽力により年々規模が拡大化していることから、競技普及という点では全国大会の

開催は非常にインパクトがあると感じている。 

強化事業は以下に記す Global Games を目標に日本男子・女子代表チームの強化に取り組んで

きた。５月の第１次合宿では男女同日程で行い、大会でのゲームを想定した戦術の理解、応用を元に

ゲームライクな内容で実施した。大会派遣最終選考となったことから参加した選手も熱が入り、満足度の

高い内容となった。１２月の第２次合宿では男女別日で行い、Global Games の反省、改善すべくポ

イント、今後の代表チームのスタイルなど、選手、スタッフと共有した。またスキルだけでなくフィジカルの部分

も強化の重点に置き、今年度は加圧トレーニングを導入し、筋肥大を目的に実施してきた。特に男子は

コロナ禍から導入している毎日の体調報告をコミュニケーションツールとして、体温、食事、睡眠時間、トレ

ーニング内容の確認を行っている。選手の状況は定期的なオンライントレーニング及び強化合宿でしか確

認できないが、真面目に取り組んでいる選手に関しては非常に成果が上がっている。世界で戦うためには

日本人の特性を活かす他、海外の選手と４０分間フルに戦えるフィジカルが必須のため、今後も継続し

て実施する考えにある。 

国際大会派遣事業として今年度は６月にフランス・ヴィシーにて Virtus Global Games ２０２３

が開催され、世界８０カ国から約１万人のアスリートが集結し、７日間という日程で各競技の熱戦が繰

り広げられた。バスケットボール競技は男子の５人制、女子の３人制競技に出場し、男子は３位決定

戦まで進んだが、残念ながらフランスに３点差で敗れ４位という結果となった。女子は前回大会同様３

カ国が出場（オーストラリアが２チーム出場し計４チーム）し、偉業の２連覇を果たし世界 No.１の座

を維持した。今大会は日本パラリンピック委員会が派遣元となり日本選手団を編成し、１２競技＋デモ

ンストレーション１競技の１３競技が現地で実施されたが、日本からは陸上競技、水泳、卓球、バスケ

ットボール、自転車競技、柔道の６競技に出場した。大会を重ねるごとに参加国、競技者数も増加傾

向となり、まさに ID クラスの世界最高峰の国際競技大会と言える。主催する Virtus（国際知的障がい



者スポーツ連盟）の本気度を肌で感じた。 

育成事業として７月の連休を利用し、育成キャンプ２０２３を実施した。男子は現強化指定選手

３名を含む１４名、女子は現強化指定選手２名を含む４名が全国各ブロックから推薦を受けて参加

をした。目的は主に次世代の日本代表選手の発掘であるが、多くの代表コーチがあらゆる角度から観察

をし、限られた時間の中、きめ細かく指導が繰り返された。また、日本代表チームの価値観についても触

れ、選手が所属しているクラブチームとは異なり、コートの内外での基本的なルールについても触れた。大

半が１０代の選手であり、中長期で考えればこの世代が今後代表チームの中心になることは間違いな

い。非常に有意義な事業であり、来年度も実施を検討していきたい。 

普及事業として８月に山口県連盟とタイアップし、中国地区の選手を対象としたクリニックを実施した。

２日間に渡り３９名の選手たちとファンダメンタルから実戦形式まで行い、交流を深めた。バスケットボー

ルを楽しむ選手たちの笑顔が非常に印象的であり、競技に対し興味を示し、意欲向上に繋がったことは

非常に嬉しい。また参加した指導者から現状報告と今後の展望、日本連盟への要望等の意見交換の

場を設定させていただき、時間に制限がある中、活発的な意見もあり、良きコミュニケーションの場を持て

た。我々としても現場の生の声を聞きながら問題の解決策の糸口を共に探し、今後も連帯感を持って取

り組んでいきたい。 

また年明け２月には九州連盟主催によるブロック合宿に日本男女代表チームのヘッドコーチを派遣し、

代表チームが取り組んでいる内容を紹介するクリニックの実施並びに参加をしたスタッフと本連盟の事業に

ついて情報を共有し、非常に有意義な時間を過ごすことができた。ご尽力いただいた九州連盟の皆様に

は感謝を申し上げたい。 

今回、Global Games で各国のコーチと情報交流をしてきたが、やはり国其々の事情もあり、ID バス

ケットボールをよりメジャーにしたいという意見が大半であった。メジャーにするためには先ずはパラリンピックの

公式競技に復帰することが大前提にあり、２０３２年のブリスベンパラリンピックの競技復帰に向けて

我々の加盟元である Virtus が現在様々な取り組みを始めている。特に選手の新たなカテゴリーの設置

（II2：ダウン症、II3：自閉症）は画期的な取り組みであり、今後も活動の幅が広がると予測してい

る。我々も国内、国外と更に充実した活動ができるよう、真摯に向き合い精進していく所存である。 

事業とは異なるが、今年度も日本代表チームへ多くの企業、団体、組織、個人の方々から心温まる

ご協賛を賜り、また募金箱も数多くの店舗に設置していただき、ご支援を得ることが出来た。国からは年

度ごとに強化費が分配されるが、東京オリパラ２０２０が終わり、国の財政も厳しくなってきている中、

現実的に強化費だけでは事業経費が賄えないことから受益者に負担が生じている。なぜ、「日の丸を背

負い国の代表として戦う者たちが負担しなければならないのか」という疑問は少なからず障がい者スポーツ

団体は抱えているのが実情である。常に公共の電波や紙面に掲出される訳でもなく、本来のスポンサード

の価値は低いかもしれないが、我々の活動に対し賛同を得られたことは大変有り難く、選手の金銭的負

担軽減に繋がっている。今後も尚一層努力をし、支援の輪を広げ、多くの皆様方に賛同していただける

活動を継続していく所存である。 

今年度も無事に全ての事業を実施することができ、これも一重に多くの方々のご支援、ご協力の賜物

であり、連盟役員一同、心から感謝を申し上げ、今年度の総括としたい。 



２. 事業 

２−１事業一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２−２強化育成事業  

１）事 業 名 FID 日本男子・女子代表チーム第１次強化合宿 

２）実施期間 ２０２３年５月３日（水）〜５月６日（土） 

３）実施会場 清水ナショナルトレーニングセンター 〒424-0105 静岡県静岡市清水区山切 1487-1 

４）宿 舎 同上 

５）参 加 者  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６）事 業 名 FID 日本女子代表チーム第２次強化合宿 

７）実施期間 ２０２３年１２月１５日（金）〜１２月１７日（日） 

８）実施会場 清水ナショナルトレーニングセンター 〒424-0105 静岡県静岡市清水区山切 1487-1 

９）宿 舎 同上 

１０）参 加 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１１）事 業 名 FID 日本男子代表チーム第２次強化合宿 

１２）実施期間 ２０２３年１２月２２日（金）〜１２月２４日（日） 

１３）実施会場 清水ナショナルトレーニングセンター 〒424-0105 静岡県静岡市清水区山切 1487-1 

 １４）宿 舎 同上 

 １５）参 加 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２−３ 国際大会派遣事業 

１）大 会 名 Virtus Global Games ２０２３ 

２）開 催 地 フランス・ヴィシー 

３）大会期間 ２０２３年６月４日（日）開会式〜２０２３年６月１０日（土）閉会式 

４）参 加 国 男子：オーストラリア、ポルトガル、日本、ポーランド、フランス、アメリカ/６カ国 

          女子：オーストラリア（２チーム）、日本、フランス/３カ国 

５）大会会場 Palais sports Pierre Coulon Parc Omnisports Auvergne-Rhône-Alpes—Vichy 

６）参 加 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.google.com/search?sca_esv=600017421&q=Parc+Omnisports+Auvergne-Rh%C3%B4ne-Alpes%E2%80%94Vichy&ludocid=1340552658750413321&lsig=AB86z5WzldT1JyGYVYGEgtiE8p5f&sa=X&ved=2ahUKEwix176QxeuDAxUuiFYBHb_xDaYQ8G0oAHoECEAQAQ


２−４ 育成事業 

１）事 業 名 育成キャンプ２０２３ 

２）実施期間 ２０２３年７月１５日（土）〜７月１７日（月祝） 

３）実施会場 清水ナショナルトレーニングセンター 〒424-0105 静岡県静岡市清水区山切 1487-1 

４）宿 舎 同上 

５）参 加 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２−５ 国内大会事業 

１）事 業 名 ２０２３FID ジャパン・チャンピオンシップバスケットボール大会[第２６回] 

２）開催期間 ２０２３年８月２６日（土）〜８月２７日（日） 

３）開催会場 あづま総合体育館  〒960-2158 福島県福島市佐原神事場 1 

４）主   催 一般社団法人日本 FID バスケットボール連盟 

５）共   催 公益財団法人日本バスケットボール協会 

６）主   管 一般社団法人福島県バスケットボール協会 

福島県 FID バスケットボール連盟 

７）出場チーム 【男子】２１チーム 

          TAMA OTP（東京都）／FID 栃木（栃木県）／FID 福島（福島県） 

          新潟ライジングサンズ（新潟県）／彩の国レッドキング（埼玉県） 

          福学クラブ（福岡県）／SMILE BASKETBALL CLUB（茨城県） 

          TAC 田布施アスレチッククラブ（山口県）／つばさクラブ（東京都） 

          鹿児島パラアスリートクラブ（鹿児島県）／ビッグスリー千葉（千葉県） 

          CHIKUMA NEW HOPES（長野県）／FID 山梨（山梨県） 

          AST（神奈川県）／Green Whales（愛知県）／SUNPARKS（千葉県） 

          YOKOHAMA MAJORS（神奈川県）／HEROES（福岡県） 

          NANIWARS（大阪府）／埼玉 FUTUERS（埼玉県） 

          クラージュ秋田（秋田県） 

          【女子】１１チーム 

          つばさクラブ（東京都）／KAGOSHIMA BALDERS（鹿児島県） 

          KAAC（新潟県）／彩の国レッド♡キング（埼玉県） 

クラージュ秋田（秋田県）／埼玉 FUTUERS（埼玉県） 

FID 栃木（栃木県）／豊田クラブ（愛知県）／FID 山梨（山梨県） 

          CHIKUMA NEW HOPES（長野県）／FID 福島（福島県） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２−６普及事業 

１）事 業 名 FID バスケットボールクリニック ２０２３ in 山口 

２）実施期間 ２０２３年８月１２日（土）〜８月１３日（日） 

３）実施会場 キリンレモンスタジアムソルトアリーナ防府 山口県防府市大字浜方 174－1 

４）連盟派遣 小川直樹、一松倫子、大沼弘法 

５）参 加 者 スタッフ９名、男子選手２３名、女子選手１６名／計４８名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２−７後援事業（国内派遣） 

１）事 業 名 第６回九州ブロック FID バスケットボール合宿 

２）実施期間 ２０２４年２月１０日（土）〜２月１２日（月祝） 

３）実施会場 国立大学法人大分大学体育館 

４）連盟派遣 小川直樹、一松倫子、大沼弘法 

５）参 加 者 スタッフ１６名、男子選手１８名、女子選手１７名／計５１名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３. 会議一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


